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固定された観測点で、10分あたり 0.3 Kの割合で気温が低下したから、 
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①の両辺を yで偏微分して、 
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②の両辺を xで偏微分して、 
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①’の両辺を yで偏微分して、 
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（１）の結果と④より、 
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⑥より、物理量 が保存量であるためには、 
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